
（参考様式１）

１-１．今後の地域の中心となる経営体（担い手）
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担い手は 十 分 確 保 さ れて いる　 ／　 担い手は いるが十 分 で は ない　 ／　 担い手がいない

※ 　 「 備 考 」 に は 、 活 用す る 県 単 独 事 業 な ど の 施 策 の 内 容 、 経 営 発 展 に 向 け て 取 り 組 む 内 容 で 特 筆 す べ き 事 項 等 が あ れ ば記 載 し ます 。

※ 　 計 画 欄 に ついて は 、 現 状 か ら 概 ね ５ 年 程 度 を 記 載 す る 。 （ 以 下 の 計 画 欄 に ついて も同 じ 。 ）
※ 　 「 新 規 就 農・ ６ 次 産 業 化・ ・ ・ ・ 等 の 取 組 」 に は 、 経 営 発 展 の ため に 今 後 取 り 組 もう と す る 内 容 に 合 致 す る 取 組 を 選 択 し 記 載 し ます 。
※ 　 「 そ の 他 」 に は 、 ６ 次 産 業 化支 援 事 業 、 強 い農業 づ く り 交 付 金 （ 経 営 資 源 有 効 活 用対 策 事 業 ） 、 耕 作放 棄 地 再 生 利 用緊 急 対 策 交 付 金 な ど 、 活 用が 見 込 まれ る 関 連 施 策 が あ る 場 合 に 記 載 し ます 。

※ 　 「 属 性 」 に は 、 認定 農業 者 は 「 認農」 、 法人は 「 法」 、 集 落 営 農は 「 集 」 、 認定 新 規 就 農者 は 「 認就 」 と 記 載 し ます 。
※ 　 「 経 営 体 （ 氏名） 」 に は 、 法人経 営 、 集 落 営 農な ど 組 織 経 営 体 の 場 合 は 、 そ の 組 織 経 営 体 の 名称 を 記 載 し 、 下 段 括 弧 書 き で 組 織 経 営 体 の 代 表 者 名を 記 載 し ます 。
　 　 集 落 営 農の 構 成 員 で あ る 認定 農業 者 に ついて は 、 そ の 全 て の 認定 農業 者 の 「 認農： 氏名」 を 記 載 し ます 。

１-２．今後の地域の中心となる経営体（担い手と連 携 す る農業者）

　 【  記 載 上 の 注 意  】

※ 　 「 今 後 の 地 域 の 中 心 と な る 経 営 体 」 に は 、 規 模 拡 大に よ る 経 営 の 効 率 化、 6次 産 業 化に よ る 農畜 産 物の 高 付 加価 値 化、 経 営 の 多 角 化・ 複 合 化な ど 地 域 農業 の 発 展 を 牽 引 す る 経 営 体 や 将 来 こう し た
　 役 割 を 担 う で あ ろ う 新 規 就 農者 等 を 記 載 し ます 。 また、 認定 農業 者 、 大規 模 経 営 体 、 農業 法人及 び 広 域 で 営 農す る 農業 者 が いれ ば、 そ れ ら の 経 営 体 の 意 向 を 確 認し たう え で 、 地 域 の 中 心 と な る 経 営
　 体 と し て 位 置 づ け ます 。
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の 取 り まと め 窓 口 と し て の 機 能 及 び 地 域 農家 の 永 続 的 な 営 農を 支 援 す る ため 水稲育苗を 行 っ て いく 。

及 び 牧草） を 導 入 し 、 遊 休 農地 の 活 用を 図 る 。

５ ．近 い将 来 農地の出 し 手となる者と農地

近 い将 来 農地の
出 し 手となる農業者

（氏名）
年齢

現状
〔平 成２９ 年度〕

計画
〔平 成３４年度〕 利用し なくなる

農地面 積

農地中間管理機構へ の貸 付け 希望の有無

経営内容
（作目）

経営規模の合計
（h a 、頭数等）

経営内容
（作目）

経営規模の合計
（h a 、頭数等）

　 集 落 営 農の 営 利 部 門 (収 益 事 業 )と 公 益 部 門 を 分 離 し た「 法人２ 階 建 て 方 式 」 に よ る 集 落 営 農シ ス テ ム を 構 築 (確 立 )す る ため 、 営 利 部 門 の 新

たな 生 産 組 織 と し て 「 B法人」 を 設 立 。 農作業 の 受 託 ・ 請 負 事 業 に と ど まら ず 、 農畜 産 物の 生 産 ・ 加工・ 販 売 を 通 じ

て 、 将 来 的 に は 、 農産 物直 売 所 や 体 験 研 修 施 設 ・ 農園 の 経 営 等 に 繋 げ て いけ る よ う な 魅 力 あ る 地 域 農業 の 創 出 を 目 指 す 。

　 また、 公 益 部 門 と し て 「 A法人」 設 立 、 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 を 活 用し 農村環 境 の 保 全 を 行 う ほ か 、 農地 集 積 ・ 集 約

※ 　 筆 ご と の 具 体 的 な 貸 付 等 の 計 画 が あ る 場 合 は 、 「 別 紙 ： 近 い将 来 農地 の 出 し 手 と な る 者 の 農地 」 に 記 載 し ます 。

６．今後の地域農業のあ り方

今後の地域農業のあ り方 （地域の中心となる経営体とそれ以 外 の農業者を 含 め て ）

取組事項 対 応 コメ ント

生 産 品 目 の 明 確 化 ○

複 合 化 ○

高 付 加 価 値 化 ○

新 規 就 農 の 促 進 ○

そ の 他 ［ ］ ○

６ 次 産 業 化 ○

農地面 積 貸 付時 期

農業を リ タ イ ア ・経営転 換 す る人は 、原 則 とし て 農地中間管理機構に 貸 し 付け る ○

担い手の分 散 錯 圃 を 解 消 す るた め 利用権 を 交 換 し よ う とす る人は 、原 則 とし て 農地中間管理機構に 貸 し 付け る ○

その他[ 右 欄 に 自 由 に 記 載 ]

耕 作放 棄 地を 解 消 す る ○

その他[ 右 欄 に 自 由 に 記 載 ]

４．３に つ いて の農地中間管理機構の活用方 針
取組事項 対 応

地域の農地所 有者は 、原 則 とし て 農地中間管理機構に 貸 し 付け る ○
　 高 齢 等 の 理 由 に よ り 耕 作され な く な る 農地 に ついて は 、 農地 中 間 管 理 機

構 を 通 じ て 担 い手 (法人)に 集 積 す る 。

　 「 個 人で あ る 担 い手 」 名義 の 利 用権 設 定 及 び 農作業 受 委 託 契 約 か ら 、

今 後 は 、 「 B法人」 名義 に 切 替 を 行 っ て いく 。

３．将 来 の農地利用のあ り方
取組事項 対 応

担い手に 集積 ・集約 化す る ○

担い手の分 散 錯 圃 を 解 消 す る ○

新規参入を 促 進 し て 、新規参入者に 集積 ・集約 化す る

　 水田活 用に よ る 農地 集 積 が 進 む 一 方 で 、 葉たばこ廃 作地 が 遊 休 化し て い

る こと か ら 、 新 たな 土 地 利 用型 作物（ 畑 作物（ 加工トマト、 サ ツ マイ モ 等 ）

〔国、都道府県に報告する場合は、農業者名を記載しますが、集落・地域で使用する場合は匿名とすることができます。〕


